
平成 25年 12月 11日（水） 学校人権教育公開授業研究会 

 

本校の研究テーマ「伝え合う力を高める指導法の工夫 ～聴く・つなぐ・もどす授業の展開～」

に基づいて、公開授業研究会を開催しました。 

社会科は指導第一課の寺川指導主事に、家庭科は指導第一課の森川主任指導主事に、数学家は指

導第二課の三吉主幹に、そして国語科は広島市教育センターの薮田指導主事に指導助言を頂きま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年４組 社会科「聖徳太子の政治改革」 

中原卓也 教諭 

ICTを活用して生徒の興味を引き出すと

ともに、グループでアイディアを出し合っ

てお互いに意見交換をしたり教え合った

りできるような授業を展開しました。 

研究協議会 

【協議の視点】 

① 教師と子ども、子どもと子どもの関わ

りはどうであったか。 

② 意味のあるグループ活動だったか。 

③ どこで生徒の学びが成立していたか。 

２年６組 数学科「平行と合同」 

山田洋輔 教諭 

 １つの課題について、グループ活動でアイ

ディアを出し合ったり、既習事項のヒントカ

ードを準備したりすることで、いろいろな意

見を出し、理由や根拠をもとに説明できるこ

とができるような授業を展開しました。                                                  

１年２組 家庭科「献立作りと食品の選択」 

植野とも 教諭 

グループ学習で、お互いの意見を交換した

り、ICT を活用して活動の様子を見せたりし

て、生徒が活発に活動できるような授業を展

開しました。 

３年４組「詩 『峠』」 

田村紀子 教諭 

グループ学習で、お互いの意見を交換しな

がら詩の風景を絵にしたり、キーワードを探

して内容を読み取ることで、今の自分の姿と

重ねあわせることができるような授業を展

開しました。 


